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小
林
謙
吉
訳
『
西
洋
孝
子
流
別
奇
談
』
の
原
書
と
翻
訳　
　
　

飛
田
英
伸
＊
明
星
大
学
非
常
勤
講
師

て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し
て
、「
こ
の
研
究
資
料
、
即
ち
古

翻
訳
文
学
書
の
蒐
集
の
点
で
大
に
後
進
の
わ
た
し
共
が
感
謝
す
べ
き
人
々
に
は
、
石

川
巌
氏
と
斎
藤
昌
三
氏
と
を
第
一
に
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
2
（
い
」
と
記
し
、
特
に
石

川
巌
・
斎
藤
昌
三
両
名
に
よ
る
古
書
蒐
集
の
恩
恵
に
与
っ
た
こ
と
を
打
ち
明
け
る
。

　

こ
の
『
日
本
文
学
講
座
』
に
お
け
る
連
載
の
初
回
に
お
い
て
、
柳
田
は
「『
花
柳

春
話
』
以
前
、
即
ち
明
治
十
一
年
以
前
の
翻
訳
文
学
書
は
、
数
が
甚
だ
少
な
）
3
（
い
」
と

し
つ
つ
、「
最
近
石
川
巌
氏
斎
藤
昌
三
氏
は
小
林
謙
吉
訳
の
『
西
洋
孝
子
流
別
奇
談
』

（
明
治
七
年
）
を
発
見
し
）
4
（
た
」
と
伝
え
る
。
柳
田
が
そ
の
発
見
を
報
告
す
る
小
林
謙

吉
訳
『
西
洋
孝
子
流
別
奇
談
』
は
明
治
七
年
五
月
に
大
阪
の
宝
文
堂
大
野
木
市
兵
衛
か
ら

和
装
本
二
冊
で
刊
行
さ
）
5
（
れ
、
航
海
中
に
遭
難
し
た
親
子
が
離
別
の
後
に
再
会
す
る
と

い
う
一
種
の
冒
険
譚
を
そ
の
内
容
と
す
る
。
新
た
に
発
掘
さ
れ
た
こ
の
作
品
は
、
昭

和
初
期
の
研
究
者
た
ち
の
間
で
さ
さ
や
か
な
注
目
を
集
め
た
。

　

ま
ず
、
発
見
者
の
一
人
で
あ
っ
た
石
川
巌
は
柳
田
の
論
文
を
承
け
、「『
西
洋
孝
子

流
別
奇
談
』
に
就
て
」（『
明
治
文
化
研
究
』
第
四
巻
五
号
、
昭
和
三
年
五
月
）
を
著

し
た
。
石
川
は
「
本
そ
の
も
の
が
聊
珍
と
す
る
丈
の
も
の
で
、
内
容
的
に
は
何
等
参

考
と
す
べ
き
も
の
を
持
た
な
）
6
（

い
」
と
し
つ
つ
も
、「
た
ゞ
明
治
初
期
の
翻
訳
小
説
と

し
て
最
初
の
も
の
で
あ
り
、
殊
に
仏
文
か
ら
訳
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
特
に
注
意
し
て

置
く
必
要
が
あ
ら
）
7
（

う
」
と
も
記
し
、
そ
の
作
品
の
価
値
が
希
少
性
の
み
に
あ
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
も
指
摘
し
た
。
ま
た
、
本
間
久
雄
『
明
治
文
学
史
』（
昭
和
十
年
）

は
、『
流
別
奇
談
』
を
「
わ
が
国
の
婦
女
童
幼

―
少
く
も
さ
う
い
ふ
西
洋
の
作
物

に
接
し
て
ゐ
な
い
も
の
を
読
者
層
と
し
て
試
み
ら
れ
）
9
（

た
」「
啓
蒙
的
翻
訳
」
の
例
と

し
て
特
に
紙
数
を
割
い
て
紹
介
し
、
流
行
が
本
格
化
す
る
前
の
黎
明
期
の
翻
訳
小
説

と
し
て
そ
れ
に
焦
点
を
当
て
た
。

　
「
明
治
初
期
の
翻
訳
小
説
と
し
て
最
初
の
も
の
」
と
す
る
位
置
づ
け
は
何
を
も
っ

て
翻
訳
小
説
と
す
る
の
か
に
よ
っ
て
変
わ
り
う
る
が
、
渡
部
温
訳
『
通
俗
伊
蘇
普
物

小
林
謙
吉
訳
『
西
洋
孝
子
流
別
奇
談
』
の
原
書
と
翻
訳

　

―
　

黎
明
期
の
翻
訳
小
説
を
め
ぐ
っ
て
　

―
　

飛
田
英
伸＊

一　

は
じ
め
に
　

―
　

『
流
別
奇
談
』
の
発
掘

　

柳
田
泉
の
『
明
治
初
期
の
翻
訳
文
学
』（
昭
和
十
年
）
は
、
明
治
以
降
に
少
し
ず

つ
現
れ
は
じ
め
た
翻
訳
小
説
の
出
版
が
織
田
純
一
郎
訳
『
欧
洲

奇
事
花
柳
春
話
』（
明
治

十
一
〜
十
二
年
）
に
至
っ
て
本
格
化
す
る
と
い
う
歴
史
を
、
具
体
的
な
作
品
を
網
羅

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
描
き
出
し
た
文
献
で
あ
り
、
今
日
で
も
参
照
に
耐
え
る

研
究
書
で
あ
る
。
同
書
の
第
一
部
に
当
た
る
「
明
治
の
翻
訳
文
学
研
究
」
を
新
潮
社

刊
行
の
『
日
本
文
学
講
座
』
第
四
巻
（
昭
和
二
年
二
月
）
か
ら
連
載
し
た
際
、
柳
田

は
そ
の
冒
頭
に
お
い
て
、「
最
近
二
三
年
明
治
文
学
研
究
が
一
種
の
流
行
め
い
た
勢

ひ
に
な
つ
て
来
る
と
同
時
に
、
翻
訳
文
学
の
方
面
で
も
様
々
、
従
来
未
知
の
資
料
が

掘
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
）
1
（

た
」
と
記
し
、
自
ら
の
著
述
が
、
関
東
大
震
災
を
契
機

と
し
た
明
治
文
化
研
究
の
隆
盛
と
、
そ
れ
に
伴
う
資
料
発
掘
の
活
発
化
の
成
果
と
し
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
三
十
一
号　

二
〇
二
三
年

　

こ
こ
に
は
原
書
が
フ
ラ
ン
ス
の
書
物
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
著
者
や
書
名
も
明

記
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
柳
田
が
「
オ
ル
ラ
ン
ド
ル
フ
は
出
版
者
の
名
か
著
者
の
名

か
こ
れ
だ
け
で
は
不
明
で
あ
り
（
同
名
の
出
版
者
は
あ
る
）、
書
名
も
簡
に
失
す
る

の
で
正
し
く
は
何
と
い
ふ
か
未
詳
で
あ
）
₁₂
（
る
」
と
言
う
よ
う
に
、「
レ
ク
チ
ユ
ー
ル
」

と
い
う
書
名
は
漠
然
と
し
す
ぎ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
原
書
に
た
ど
り
着
く
の
は
困
難

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
原
書
に
関
す
る
注
目
す
べ
き
事
実
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
明
治
八
年
に
神
戸
で
創
刊
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
系
新
聞
『
七
一
雑
報
』
を
調
査

し
た
勝
尾
金
弥
「「
七
一
雑
報
」
の
子
供
読
み
物
」（『
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
児
童
文

学
』
平
成
七
年
）
が
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、『
七
一
雑
報
』
の
第
三
巻
二
十
六
号

（
明
治
十
一
年
六
月
二
十
八
日
）
か
ら
三
十
二
号
（
同
年
八
月
九
日
）
に
か
け
て
連

載
さ
れ
た
「
西
洋
昔
物
語
」
の
内
容
が
『
流
別
奇
談
』
と
お
お
む
ね
一
致
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
勝
尾
は
ま
た
、『
流
別
奇
談
』
で
は
「
治じ

安あ
ん

」
と
「
満ま
り
ー利

」
と
な

っ
て
い
る
物
語
中
の
人
物
の
名
前
が
「
西
洋
昔
物
語
」
で
は
「
ヂ
ョ
ン
」（「
ジ
ョ

ン
」）
と
「
メ
レ
イ
」（「
メ
レ
ー
」）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
連
載
の
初
回

に
「
こ
れ
は
訳
書
に
あ
ら
ず
洋
人
の
物
語
り
し
を
筆
記
せ
し
も
の
な
り
看み

る

官ひ
と

そ
の

こ
ゝ
ろ
し
て
読
み
玉
へ
」（
一）₁₃
（

）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
西
洋
昔
物
語
」
は
『
七
一
雑

報
』
に
関
係
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
が
フ
ラ
ン
ス
語
の
原
書
を
英
訳
し
て
読
み
聞
か

せ
た
こ
と
か
ら
成
立
し
た
と
い
う
説
を
唱
え
た
。

　

英
語
話
者
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
語
文
献
の
利
用
と
い
う
勝
尾
の
説
は
、『
流
別
奇
談
』

お
よ
び
「
西
洋
昔
物
語
」
の
原
書
の
特
定
に
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
提
供
す
る
。
む
ろ
ん
、

「
西
洋
昔
物
語
」
を
英
語
で
読
み
聞
か
せ
た
話
者
が
用
い
う
る
文
献
の
選
択
肢
は
そ

の
話
者
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
能
力
に
応
じ
て
変
わ
っ
て
く
る
。
し
か
し
、「
西
洋
昔
物

語
」
は
計
五
回
の
連
載
に
収
ま
る
短
編
で
あ
り
、
そ
の
内
容
も
複
雑
な
も
の
で
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
原
書
は
一
般
の
仏
語
話
者
が
読
む
書
物
よ
り
は
む
し
ろ
、

語
』（
明
治
六
年
）
の
よ
う
な
物
語
集
を
除
き
、
単
行
本
一
冊
以
上
の
長
さ
に
及
ぶ

物
語
か
ら
成
る
作
品
に
限
定
す
れ
ば
、
明
治
以
降
に
初
め
て
制
作
さ
れ
た
作
品
の
中

で
『
流
別
奇
談
』
が
最
も
早
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
管
見
か
ら
判
断
す
る
限
り
、

現
在
で
も
言
え
）
8
（
る
。

　

さ
ら
に
、
昭
和
初
期
の
研
究
者
た
ち
は
深
く
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
見
返
し
に

「
友
鳴
松
旭
筆
受
」
と
添
え
ら
れ
る
よ
う
に
、『
流
別
奇
談
』
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か

け
て
同
じ
く
宝
文
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
長
編
読
本
『
俊
傑
神
稲
水
滸
伝
』（
文
政
十

一
年
﹇
一
八
二
六
﹈
序
〜
明
治
二
十
八
）
₁₀
（
年
）
を
岳
亭
丘
山
か
ら
引
き
継
い
だ
知
足
館

松
旭
も
関
与
し
て
作
ら
れ
て
お
り
、
江
戸
か
ら
明
治
へ
と
至
る
小
説
の
変
遷
を
考
え

る
う
え
で
も
お
お
い
に
注
目
さ
れ
る
作
品
で
も
あ
る
。

　
『
流
別
奇
談
』
は
長
ら
く
埋
没
し
て
い
た
作
品
で
あ
り
、
文
学
史
の
展
開
に
直
接

的
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
は
考
え
に
く
い
も
の
の
、
以
上
の
よ
う
に
『
花
柳
春

話
』
以
前
の
翻
訳
小
説
と
し
て
注
意
を
集
め
る
点
も
多
く
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、

研
究
者
た
ち
が
関
心
を
寄
せ
た
の
は
昭
和
初
期
に
と
ど
ま
り
、
以
後
、
こ
の
作
品
に

大
き
な
注
目
が
集
ま
る
こ
と
は
今
日
ま
で
起
こ
っ
て
い
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
注
目
が
一
過
性
の
も
の
に
終
わ
っ
た
大
き
な
原
因
は
、
そ
の
原
書
が

不
明
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
あ
る
だ
ろ
う
。
原
書
に
関
し
て
、『
流
別
奇
談
』
の
凡
例

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

此
書
原
書
は
西
洋
紀
元
千
八
百
六
十
七
年
【
我
朝
慶
応
弐
年
寅
年
に
当
る
也
】

仏
国
出
版
ヲ
ル
レ
ン
ド
ル
フ
氏
の
著
す
所
な
り
標
号
し
て
「
レ
ク
チ
ユ
ー
ル
」

と
謂
ふ
今
再ま

た

是
を
抄
訳
し
て
西
洋
孝
子
流
別
奇
談
と
題
名
を
附
す
文
辞
は
俚
諺

俗
語
を
用
ひ
専
ら
婦
女
子
童
蒙
に
も
通
じ
易
か
ら
し
め
ん
事
を
要
と
す

（
凡
例
一
）
₁₁
（

オ
）
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小
林
謙
吉
訳
『
西
洋
孝
子
流
別
奇
談
』
の
原
書
と
翻
訳　
　
　

飛
田
英
伸

Six M
onths, A

dapted to the French

（
一
八
四
三
年
）
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

問
題
文
の
英
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
“Histoire 

de 
Jean 

et 
de 

M
arie

”の
訳
文
も
“The H

istory of John and M
ary

”と
い
う
題
で
存
在
す
る
。

し
た
が
っ
て
、「
西
洋
昔
物
語
」
の
方
は
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
英
訳
を
経
て
訳
し
た
と

い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
こ
ち
ら
の
英
訳
に
基
づ
い
て
訳
さ
れ
た
可
能
性
の
方
が
高
い

と
考
え
ら
れ
る
。

　

オ
レ
ン
ド
ル
フ
は
ド
イ
ツ
の
人
物
で
、
パ
リ
に
拠
点
を
置
い
て
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
、
英
語
な
ど
の
複
数
の
外
国
語
の
学
習
書
を
作
成
お
よ
び
出
版
し
）
₁₄
（
た
。

O
llendorff 

M
ethod

と
呼
ば
れ
る
方
法
を
適
用
し
、
六
ヶ
月
で
の
速
習
を
謳
っ
た

そ
の
学
習
書
は
、
学
校
で
の
教
育
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
旅
行
や
移
住
に
伴
う
独
学

で
の
外
国
語
習
得
の
需
要
に
応
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
）
₁₅
（
り
、
十
九

世
紀
に
お
お
い
に
流
行
し
た
。
オ
レ
ン
ド
ル
フ
が
新
し
い
メ
ソ
ッ
ド
と
し
て
提
唱
し

た
そ
の
学
習
方
法
は
文
法
項
目
ご
と
に
課
を
設
け
、
疑
問
文
と
そ
の
応
答
を
基
本
と

す
る
短
文
の
翻
訳
で
習
得
を
図
る
と
い
う
も
の
で
、
今
日
で
はGram

m
ar-T

rans-
lation 

M
ethod

と
し
て
分
類
さ
れ
る
。
問
題
集
に
ま
と
め
ら
れ
た
練
習
問
題
も
、

基
本
的
に
は
“Avez-vous le pain?-O

ui, M
onsieur, jʼai le pain.-A

vez-vous 
votre pain?-Jʼai m

on pain.

” （p.

﹇1 

﹈）
₁₆
（

）
の
よ
う
な
短
文
に
よ
る
問
答
の
連
続
で

成
り
立
っ
て
お
り
、
最
後
の
数
題
の
み
、
長
文
の
読
み
物
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

例
文
や
問
題
文
は
各
言
語
の
教
授
本
で
多
少
異
な
っ
て
お
り
、
“Histoire de Jean 

et de M
arie

”お
よ
び
“The H

istory of John and M
ary

”を
収
め
る
の
は
英
語

版
の
フ
ラ
ン
ス
語
問
題
集
お
よ
び
そ
の
教
授
本
の
み
で
あ
る
。

　

オ
レ
ン
ド
ル
フ
の
学
習
書
は
明
治
期
の
日
本
で
も
流
行
し
、
山
本
半
司
編
『
英
語

六
ヶ
月
間
速
成
新
法
』（
明
治
二
十
年
）、
井
上
勤
訳
『
六
ヶ
月
間
英
語
卒
業
書
』

（
明
治
二
十
一
年
）、
紅
林
員
方
訳
『
六
月
卒
業
英
学
自
在
』（
明
治
二
十
一
年
）
な

ど
が
刊
行
さ
れ
）
₁₇
（

た
。
先
行
研
究
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
う
ち
井
上
と
紅

初
学
者
向
け
の
書
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
推
定
さ
れ
る
。

　

以
下
、
本
論
文
で
は
、
ま
ず
、
以
上
の
推
定
に
基
づ
き
、『
流
別
奇
談
』
お
よ
び

「
西
洋
昔
物
語
」
の
原
書
を
明
ら
か
に
す
る
。
つ
づ
い
て
、『
流
別
奇
談
』
の
訳
文
を

原
文
お
よ
び
「
西
洋
昔
物
語
」
の
訳
文
と
比
較
す
る
こ
と
で
そ
の
翻
訳
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
以
上
に
お
い
て
、
黎
明
期
の
翻
訳
小
説
に
つ
い
て
考
え
る
た
め

の
一
端
を
示
す
こ
と
を
試
み
た
い
。

二　
『
流
別
奇
談
』
の
原
書

　

結
論
か
ら
述
べ
る
と
、『
流
別
奇
談
』
の
原
書
と
考
え
ら
れ
る
の
は
オ
レ
ン
ド
ル

フ
（H

einrich Gottfried O
llendorff

）
のK

ey to the E
xercises in the M

ethod 
of Learning to R

ead, W
rite and Speak a Language in Six M

onths, 
A

dapted to the French

（
一
八
四
三
年
）
に
収
め
ら
れ
る
“Histoire de Jean et 

de M
arie

”と
い
う
題
の
短
編
の
物
語
で
あ
る
。
凡
例
で
示
さ
れ
て
い
る
「
レ
ク
チ

ユ
ー
ル
」（lecture

）
と
い
う
語
は
題
名
に
は
な
く
、
あ
る
い
は
こ
の
語
を
含
む
題

名
を
有
す
る
書
も
存
在
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
管
見
の
限
り
、
該
当
す
る
書
は

見
当
た
ら
な
い
た
め
、
差
し
当
た
り
こ
の
書
の
一
八
六
七
年
パ
リ
刊
行
本
を
原
書
と

し
て
お
く
。
そ
の
題
名
の
通
り
、
こ
の
書
は
英
語
話
者
向
け
の
フ
ラ
ン
ス
語
問
題
集

で
あ
り
、『
流
別
奇
談
』
が
基
づ
い
た
物
語
は
そ
の
最
後
に
当
た
る
二
百
五
十
二
番

目
の
問
題
文
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
物
語
が
オ
レ
ン
ド
ル
フ
の
手
に

成
る
も
の
な
の
か
、
他
の
作
者
の
作
品
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う

に
、
子
供
が
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
習
す
る
と
い
う
内
容
を
持
つ
こ
と
か
ら
す
る
と
、
オ

レ
ン
ド
ル
フ
の
脚
色
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
る
よ
う
に
も
う
か
が
え
る
。

　

注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
問
題
集
に
は
そ
れ
に
対
応
す
る
教
師
向
け
の
英
語
の
教
授

本A
 N

ew
 M

ethod of Learning to R
ead, W

rite and Speak a Language in 
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が
う
か
が
え
る
。
井
上
訳
本
に
は
も
う
一
単
語
“The 

broom
.

”「
箒
木
」
も
加
わ

る
が
、
第
一
課
に
“The broom

.

” 

“Le balai.

”を
載
せ
る
本
も
存
在
す
）
₂₀
（
る
。
前
述

し
た
よ
う
に
、
例
文
は
教
授
本
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
、
井
上
訳
本
と
最
も
強
い
対

応
関
係
に
あ
る
の
は
英
語
版
の
フ
ラ
ン
ス
語
教
授
本
で
あ
る
。

　

ま
た
、
紅
林
の
『
六
月
卒
業
英
学
自
在
』
も
、
最
初
の
課
で
定
冠
詞T

he

と
と

も
に
“The hat.

” 

“The bread.

” 

“The salt.

” 

“The soap.

” 

“The sugar.

” 

“The 
paper.

”を
掲
げ
て
お
）
₂₁
（
り
、
井
上
訳
本
と
同
様
、
英
語
版
の
フ
ラ
ン
ス
語
教
授
本
に

基
づ
い
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
井
上
訳
本
と
紅
林
訳
本
は
と
も
に

“The H
istory of John and M

ary

”は
掲
載
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
井
上
と
紅
林
は
と
も
に
オ
レ
ン
ド
ル
フ
の
教
授
本
で
仏
文
の
対
訳

と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
英
文
を
利
用
し
て
英
語
の
教
科
書
を
作
成
し
た
こ
と
が
推

定
さ
れ
、
オ
レ
ン
ド
ル
フ
の
学
習
書
の
中
で
も
英
語
版
の
フ
ラ
ン
ス
語
教
授
本
が
特

に
流
通
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
受
容
が
フ
ラ
ン
ス
語
の
教
材
と
し
て
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
、
英
語
の
教
授
に
も
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
外
国
語
の
教
授
法

と
し
て
オ
レ
ン
ド
ル
フ
の
方
式
を
参
考
に
す
る
場
合
、
英
語
話
者
向
け
の
教
授
本
が

明
治
期
の
教
育
者
に
と
っ
て
は
最
も
利
便
性
に
長
け
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
学
習
者

も
多
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
語
の
教
授
本
が
入
手
も
し
や
す
く
、
特
に
利
用
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
、
オ
レ
ン
ド
ル
フ
の
教
授
法
は
、
簡
易
な
方
法
で
外
国
語
を
習
得
さ
せ

る
も
の
と
し
て
、
明
治
初
期
か
ら
積
極
的
に
語
学
教
育
の
現
場
に
導
入
す
る
こ
と
が

図
ら
れ
て
い
た
。
文
部
省
の
学
監
を
務
め
た
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
マ
レ
ー
（D

avid 
M

urray
）
が
長
崎
、
兵
庫
、
大
阪
、
京
都
の
学
校
を
視
察
し
、
明
治
八
年
に
提
出

し
た
報
告
書
に
は
、
外
国
語
教
育
に
関
す
る
提
言
の
第
一
条
と
し
て
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
る
。

林
の
訳
書
は
「
西
洋
昔
物
語
」
の
原
書
と
考
え
ら
れ
る
英
語
版
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
教

授
本
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
井
上
の
『
六
ヶ
月
間
英
語
卒
業
書
』
の
第
一
課
は
最
初
に
“Have 

you?

” 

“Yes, I have.

”の
二
文
を
「
貴
君
ハ
お
持
デ
ス
カ
」「
ハ
イ
持
ツ
テ
オ
リ
マ

ス
」
と
い
う
訳
と
と
も
に
掲
げ
、
続
い
て
“The hat.

” “The paper.

” “The soap.

” 

“The sugar.

” 

“The sat.
” 

“The butter.

” 

“The broom
.

”の
七
語
を
「
帽
子
」

「
紙
」「
石
礆
」「
砂
糖
」「
塩
」「
牛
酪
」「
箒
木
」
の
訳
と
と
も
に
載
せ
）
₁₈
（
る
。
こ
れ
に

対
し
、
オ
レ
ン
ド
ル
フ
の
英
語
版
フ
ラ
ン
ス
語
教
授
本
の
第
一
課
で
は
次
の
よ
う
に

英
文
と
仏
文
が
併
記
さ
れ
る
。

H
ave you? 

A
vez-vous?

Y
es, Sir, I have. 

O
ui, M

onsieur, jʼai.
 

T
he. 

Le, and, befor e a vow
el, or h

 
 

　

m
ute, lʼ.

 
T

he hat. 
Le chapeau.

H
ave you the hat? 

A
vez-vous le chapeau?

Y
es, Sir, I have the hat. 

O
ui, M

onsieur, jʼai le chapeau.
 

T
he bread. 

Le pain.
 

T
he salt. 

Le sel.
 

T
he soap. 

Le savon.
 

T
he sugar. 

Le sucre.
 

T
he paper. 

Le papier.

（p.

﹇1 

﹈）
₁₉
（

）

　

両
者
を
比
較
す
る
と
、
井
上
訳
本
が
こ
の
教
授
本
を
も
と
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
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小
林
謙
吉
訳
『
西
洋
孝
子
流
別
奇
談
』
の
原
書
と
翻
訳　
　
　

飛
田
英
伸

　

こ
の
記
述
に
基
づ
く
と
、『
流
別
奇
談
』
は
、「
之
を
翻
訳
し
て
秘
す
る
人
」
す
な

わ
ち
小
林
か
ら
訳
稿
を
入
手
し
た
松
旭
が
そ
れ
に
加
筆
し
て
成
立
し
た
ら
し
い
。
小

林
の
訳
稿
が
「
秘
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
出
版
を
企
図
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
な
か

っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
小
林
の
フ
ラ
ン
ス
語
学
習
の
産
物
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能

性
が
想
定
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
そ
の
他
の
著
作
か
ら
考
え
る
と
、
小
林
は
フ
ラ
ン

ス
語
の
教
授
者
で
あ
り
、
教
授
の
た
め
の
材
料
と
し
て
訳
稿
を
作
成
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
重
要
な
の
は
学
習
者
に
翻
訳
を
課
す
問
題
集
を

翻
訳
す
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、
訳
者
と
し
て
の
小
林
が
学
習
者
と
同
じ
立
場
に

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
翻
訳
が
学
習
者
の
課
題
で
あ
る
以
上
、
た
と
え
小
林

が
教
授
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
訳
稿
を
作
る
こ
と
自
体
は
問
題
集
に
対
す
る
一
学

習
者
の
行
為
と
隔
た
り
は
な
い
。
そ
の
点
で
、
訳
者
と
し
て
の
小
林
は
学
習
者
の
側

に
い
る
と
見
な
せ
る
。『
流
別
奇
談
』
は
い
わ
ば
学
習
者
の
側
か
ら
生
み
出
さ
れ
た

翻
訳
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
読
本
作
家
の
手
を
経
て
世
に
出
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、「
西
洋
昔
物
語
」
の
方
は
訳
者
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
く
、
前
に
引
用
し

た
よ
う
に
、
冒
頭
に
「
こ
れ
は
訳
書
に
あ
ら
ず
洋
人
の
物
語
り
し
を
筆
記
せ
し
も
の

な
り
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
記
述
に
従
え
ば
、『
七
一
雑
報
』
の
関
係
者
で
あ
ろ
う

宣
教
師
の
西
洋
人
が
語
っ
た
物
語
を
筆
記
者
が
訳
し
た
と
い
う
成
立
過
程
が
想
定
さ

れ
よ
う
。
物
語
を
語
っ
た
西
洋
人
が
オ
レ
ン
ド
ル
フ
の
教
授
本
の
英
訳
を
も
と
に
語

っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
教
授
本
は
そ
の
西
洋
人
が
所
持
し
て
い
た
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
。
そ
の
場
合
、
そ
の
西
洋
人
が
教
授
本
を
所
持
し
て
い
た
の
は
フ
ラ

ン
ス
語
を
教
授
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
も
、
自
ら
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
習
す
る
た
め
で

あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
井
上
訳
本
や
紅
林
訳
本
の
存
在
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、

そ
の
西
洋
人
は
英
語
版
の
フ
ラ
ン
ス
語
教
授
本
を
材
料
と
し
て
英
語
を
教
授
し
て
い

た
と
見
る
こ
と
も
十
分
可
能
だ
ろ
う
。
事
実
、『
七
一
雑
報
』
の
発
刊
し
た
ア
メ
リ

カ
ン
・
ボ
ー
ド
が
京
都
に
同
志
社
英
学
校
を
創
設
し
た
よ
う
に
、
聖
書
を
読
む
た
め

文
部
省
所
轄
外
国
語
学
校
ニ
於
テ
日
本
ノ
児
童
ニ
外
国
語
ヲ
教
授
ス
ル
ニ
今
一

層
簡
易
精
正
ノ
方
法
ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
之
レ
ヲ
為
ス
ニ
ハ
オ
ル
レ
ン
ド
ル
フ
ノ

体
裁
ニ
従
ヒ
其
話
法
ヲ
斟
酌
シ
テ
用
ヰ
バ
可
ナ
ラ
）
₂₂
（
ン

　

こ
の
提
言
は
オ
レ
ン
ド
ル
フ
を
日
本
に
最
初
に
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る

こ
と
が
あ
る
）
₂₃
（
が
、『
流
別
奇
談
』
は
明
治
七
年
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
オ
レ
ン
ド
ル

フ
の
学
習
書
は
こ
れ
以
前
に
も
す
で
に
流
通
し
て
い
た
。『
流
別
奇
談
』
が
大
阪
で

刊
行
さ
れ
、「
西
洋
昔
物
語
」
が
神
戸
で
発
行
さ
れ
た
『
七
一
雑
報
』
に
連
載
さ
れ

た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
マ
レ
ー
の
提
言
自
体
、
大
阪
や
兵
庫
に
お
け
る
オ
レ
ン
ド
ル

フ
の
学
習
書
の
普
及
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
）
₂₄
（
る
。

　
『
流
別
奇
談
』
の
訳
者
で
あ
る
小
林
謙
吉
は
同
じ
く
宝
文
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た

『
世
界
都
郡
往
来　

欧
洲
仏
国
之
部
』（
明
治
六
年
序
）
を
著
し
て
お
り
、
万
笈
閣
江

島
喜
兵
衛
か
ら
『
世
界
国
手
引
』（
明
治
七
年
）
も
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
林
好

謙
の
名
で
宝
文
堂
か
ら
『
通
俗
英
吉
利
会
話
篇
』（
明
治
五
年
）
を
出
版
し
て
も
い

る
。『
流
別
奇
談
』
の
刊
記
に
示
さ
れ
る
備
中
倉
敷
の
人
と
い
う
以
外
の
詳
し
い
履

歴
は
不
明
で
あ
る
が
、
小
説
家
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
外
国
語
に
通
じ
る
者
と

し
て
翻
訳
を
行
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
知
足
館
松
旭
が
記
し
た
序
文
に
は
、
次
の
よ

う
に
、
小
林
の
訳
稿
が
出
版
の
企
図
以
前
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

方
今
西
洋
学
盛
大
に
及
び
了ヲ

サ

事〳
〵

外
邦
の
往
事
伝
聞
も
横
文
に
録
し
て
最イ
ト

詳
ツ
マ
ビ
ラ
カな

り
中
に
も
仏
国
に
遺ノ

コ

れ
る
話
説
あ
り
之
を
翻
訳
し
て
秘
す
る
人
あ
り
予
素モ
ト

よ
り

好
癖
あ
れ
ば
其
書
を
乞コ

ヒ

て
摸
採
し
之
に
画
図
を
挟
み
洋
学
執
心
の
婦
幼
童
男
の

伽
と
す

 

（
序
一
丁
オ
〜
ウ
）
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〇
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年

内
容
は
イ
ン
ド
か
ら
フ
ラ
ン
ス
へ
の
航
海
の
途
中
で
船
難
に
遭
っ
た
ジ
ャ
ン
と
マ
リ

ー
の
兄
妹
が
苦
難
の
後
に
父
と
再
会
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

既
存
の
作
品
で
あ
っ
た
の
か
、
オ
レ
ン
ド
ル
フ
の
創
作
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

ジ
ャ
ン
と
マ
リ
ー
が
母
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
わ
り
、
父
が
残
し
た
聖
書
を
読
ん
で

い
た
こ
と
が
父
と
の
再
会
に
つ
な
が
る
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
お
り
、
オ
レ
ン
ド
ル

フ
の
手
で
フ
ラ
ン
ス
語
学
習
者
用
の
読
み
物
と
し
て
仕
立
て
ら
れ
た
部
分
を
有
す
る

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

二
つ
の
翻
訳
の
う
ち
、
原
文
と
の
距
離
が
よ
り
小
さ
い
の
は
、
教
授
者
側
か
ら
伝

え
ら
れ
た
「
西
洋
昔
物
語
」
の
方
で
あ
る
。『
流
別
奇
談
』
で
は
原
文
の
内
容
が
大

き
く
変
更
さ
れ
た
の
に
対
し
、「
西
洋
昔
物
語
」
で
は
原
文
の
あ
ら
す
じ
が
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
訳
文
の
文
章
に
お
い
て
は
「
西
洋
昔
物
語
」
の
方
も
原
文
か
ら
の
隔

た
り
は
大
き
い
。
英
訳
“The H

istory of John and M
ary

”と
「
西
洋
昔
物
語
」

の
冒
頭
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

T
here w

as a m
erchant w

ho w
ent to India w

ith his w
ife. H

e 
m

ade there a large fortune, and at the end of a few
 years he re-

em
barked for France, w

hich w
as his native country. H

e had a son 
and a daughter. T

he form
er, aged four, w

as called John, and the 
latter, w

ho w
as only three, w

as called M
ary. W

hen they had pro-
ceeded about half w

ay, a violent storm
 cam

e on, and  the pilot said 
they w

ere in great danger, because the w
ind drove 

（pousser

） 
tow

ards som
e islands, against w

hich shipw
reck w

as unavoidable. 
T

he poor m
erchant having heard this, took a large plank, firm

ly 
fastened on it his w

ife and both his children; he w
as going to fas-

の
言
語
を
教
授
す
る
こ
と
も
宣
教
師
の
重
要
な
役
割
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス

語
教
授
本
所
収
の
英
訳
文
を
英
語
学
習
に
転
用
す
る
こ
と
は
、
“The 

H
istory 

of 
John and M

ary

”の
前
に
置
か
れ
る
二
百
五
十
一
番
目
の
問
題
文
の
英
訳
を
翻
訳

の
練
習
問
題
と
し
て
使
用
す
る
井
上
訳
本
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
お
り
、「
西
洋
昔

物
語
」
自
体
が
教
育
の
現
場
で
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

学
習
者
と
同
じ
立
場
で
翻
訳
を
行
っ
た
小
林
と
は
異
な
り
、「
西
洋
物
語
」
を
伝

え
た
西
洋
人
は
お
そ
ら
く
教
授
本
の
英
訳
を
読
み
上
げ
た
の
で
あ
り
、
翻
訳
は
行
っ

て
い
な
い
。
翻
訳
を
行
っ
た
の
は
日
本
人
の
記
者
で
あ
り
、
西
洋
人
は
あ
く
ま
で
も

語
り
手
と
し
て
の
み
存
在
す
る
。
つ
ま
り
、
語
り
手
と
な
っ
た
西
洋
人
は
学
習
者
と

立
場
を
共
有
せ
ず
、
専
ら
教
授
者
側
の
立
場
に
い
た
と
言
え
る
。『
流
別
奇
談
』
が

学
習
者
の
側
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
と
見
な
せ
る
の
に
対
し
、「
西
洋
物
語
」
は
教
授

者
の
側
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
と
見
な
せ
る
の
で
あ
る
。

　

西
洋
人
が
語
っ
た
と
さ
れ
る
「
西
洋
昔
物
語
」
が
教
授
本
に
由
来
す
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
は
、
小
林
か
ら
松
旭
へ
と
書
き
継
が
れ
た
『
流
別
奇
談
』
が
問
題
集
を
出

所
と
す
る
こ
と
と
明
確
な
対
を
な
す
。
一
方
が
西
洋
の
教
授
者
側
か
ら
伝
え
ら
れ
、

キ
リ
ス
ト
教
を
伝
道
す
る
新
聞
の
記
事
と
し
て
翻
訳
さ
れ
た
の
に
対
し
、
他
方
は
日

本
の
学
習
者
側
か
ら
生
み
出
さ
れ
、
読
本
作
家
の
手
を
経
て
和
装
本
と
し
て
出
版
さ

れ
た
。
こ
の
対
比
は
テ
ク
ス
ト
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
両
テ
ク

ス
ト
の
お
お
ま
か
な
差
異
に
関
し
て
は
、
す
で
に
前
掲
の
金
尾
論
文
で
も
述
べ
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
新
た
に
判
明
し
た
原
文
と
比
較
し
つ
つ
、
そ
の
翻
訳
の
あ
り

方
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

三　
「
西
洋
昔
物
語
」
の
翻
訳

　

“Histoire de Jean et de M
arie

”は
七
ペ
ー
ジ
に
収
ま
る
短
い
物
語
で
、
そ
の
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飛
田
英
伸

波
に
」
の
よ
う
に
近
世
小
説
に
多
用
さ
れ
る
掛
詞
を
用
い
た
七
五
調
の
表
現
も
取
り

入
れ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
他
の
箇
所
で
も
「
西
も
東
も
白
真
弓
」（
一
）、「
訪
ふ

へ
も
な
き
岩
が
根
は
い
は
で
も
し
る
き
無
人
島
」（
一
）
の
よ
う
に
頻
用
さ
れ
る
。

総
じ
て
言
え
ば
、
漢
文
訓
読
体
に
基
づ
い
た
『
花
柳
春
話
』
以
降
の
翻
訳
小
説
が
、

原
文
の
忠
実
な
翻
訳
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
そ
の
文
体
に
よ
っ
て
従
来
の
小
説
と

の
差
異
化
を
積
極
的
に
示
す
の
と
は
異
な
り
、「
西
洋
昔
物
語
」
は
む
し
ろ
従
来
の

小
説
の
文
体
に
依
拠
す
る
部
分
が
多
い
の
で
あ
る
。

　

“The H
istory of John and M

ary

”が
『
七
一
雑
報
』
に
掲
載
さ
れ
る
読
み
物

の
素
材
に
選
ば
れ
た
の
は
、
聖
書
が
物
語
中
の
キ
ー
ア
イ
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
か
ら

に
他
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
“She had in her pocket a N

ew
 T

estam
ent 

（un 
évangile

） and a prayer-book 

（un livre de prière

）. She used them
 to 

teach her children to read, and to know
 God 

（et pour leur enseigner à 
connaître le bon D

ieu

）.” （p.469

）
と
あ
る
よ
う
に
、
無
人
島
に
流
れ
着
い
た
後
、

ジ
ョ
ン
と
マ
リ
ー
の
母
親
は
、
四
歳
と
三
歳
の
幼
い
子
供
に
新
約
聖
書
と
祈
禱
書
を

使
っ
て
こ
と
ば
を
教
え
、
神
へ
の
信
仰
を
説
い
た
。
母
親
は
無
人
島
で
亡
く
な
る
が
、

ジ
ョ
ン
と
マ
リ
ー
は
母
親
の
言
い
つ
け
を
守
っ
て
神
へ
の
祈
り
を
欠
か
さ
ず
、
聖
書

を
暗
記
す
る
ま
で
読
み
込
ん
だ
（
“These tw

o children never m
issed pray-

ing to God; they read their books so often that they knew
 them

 by 
heart.

” （p.470

））。
そ
し
て
、
十
年
以
上
の
時
を
経
て
、
こ
の
聖
書
が
二
人
に
父

親
と
の
再
会
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
黒
人
の
国
で
の
再
会
の
場
面
は
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
る
。

T
his w

hite m
an, w

ho had felt great astonishm
ent on seeing a girl 

of the sam
e color as him

self, w
ondered still m

ore 

（le fut bien 
davantage

） w
hen he heard her speak in his ow

n language. 

“Who 

ten him
self to it, but had no tim

e; for the vessel having struck 
against a rock, 

（toucher contre un rocher

）, split, 

（sʼouvrit

）, and all 
the crew

 

（et tous ceux qui étaient dedans

） fell into the sea.（p.4

）
₂₅
（68

）

い
つ
の
頃
に
や
あ
り
け
ん
昔
し
フ
ラ
ン
ス
の
一
商あ
き

人う
ど

某そ
れ
が
しは
妻
も
ろ
と
も
イ
ン

ド
へ
近
き
あ
る
都み

や
こ会
に
数
年
の
間
足
を
と
ど
め
て
生な
り

業わ
い

に
深
く
心
を
用
ひ
し
か

ば
数あ

ま
た多

の
財た
か
ら貨

を
儲ま
う
けし

の
み
か
二
人
の
子
ま
で
も
産う

み
も
う
け
た
り
扨さ
て

今
は
行

末
も
安こ

ゝ
ろ
や
す心け

れ
ば
故ふ
る

郷さ
と

へ
立
帰
り
楽
し
く
共
に
く
ら
さ
ん
も
の
と
家
財
を
取
り

纏ま
と

め
旅
の
用
意
を
整
へ
て
其
地
を
出
帆
し
た
り
し
が
間
も
な
く
海
上
難
風
に
逢

ひ
て
は
や
舟
も
打
沈
む
べ
き
有
様
に
舟
子
も
今
は
一
同
の
命
覚
束
な
し
と
呼
び

け
れ
ば
か
の
商
人
某
は
手
早
く
浮
板
を
取
出
し
妻つ

ま

子こ

を
し
か
と
ゆ
ひ
つ
け
し
程

も
あ
ら
せ
ず
荒
波
に
舟
は
二
ツ
に
打
裂
け
て
み
な
散
り
〳
〵
に
流
れ
失
せ
影
さ

へ
見
へ
ず
な
り
に
け
り

（
一
）

　

両
者
を
比
較
す
る
と
、「
西
洋
昔
物
語
」
が
原
文
の
文
章
を
逐
語
的
に
訳
し
た
も

の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
冒
頭
に
「
こ
れ
は
訳
書
に
あ
ら
ず
洋
人
の
物
語
り
し

を
筆
記
せ
し
も
の
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
西
洋
昔
物
語
」
は
原
文
を
忠
実
に
翻

訳
し
た
も
の
で
は
な
く
、
原
文
の
内
容
を
再
話
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
再
話
に
用
い
ら
れ
る
文
体
は
平
易
な
も
の
で
あ
り
、
特
別
難
解
な
語
彙
は
見

ら
れ
な
い
。
ま
た
、『
花
柳
春
話
』
以
降
の
訳
文
が
漢
文
訓
読
体
を
基
本
と
し
、
主

と
し
て
音
読
み
の
漢
語
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
の
に
対
し
、「
西
洋
昔
物
語
」
で
は

「
商
人
」
に
「
あ
き
う
ど
」、「
都
会
」
に
「
み
や
こ
」
と
い
う
読
み
を
当
て
る
よ
う

に
、
漢
語
を
訓
読
み
す
る
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
程
も
あ
ら
せ
ず
荒
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や
」（
二
）（
“do you know

 that God our Father 

（que notre père le bon 
D

ieu

）, is here, and that he w
ill prevent these m

en from
 hurting us?

” 

（p.470

））
の
よ
う
に
、
子
供
た
ち
へ
の
信
仰
の
浸
透
を
伝
え
る
記
述
を
取
り
込
み

つ
つ
再
話
さ
れ
た
。
特
に
、
猿
を
神
と
し
て
祀
る
異
教
の
信
仰
を
打
破
す
る
こ
と
を

試
み
て
ジ
ョ
ン
が
語
っ
た
次
の
こ
と
ば
は
、
読
者
に
対
す
る
呼
び
か
け
を
多
分
に
含

む
も
の
で
あ
っ
た
。

汝
等
未
だ
悟
ら
ず
や
猿
は
万
物
の
霊
な
る
人
間
に
お
と
り
た
る
も
の
な
れ
ば
こ

そ
我
毒
害
に
命
を
落
せ
り
若も

し

又
尊
き
神
な
ら
ば
な
ど
か
我
等
の
手
に
死
す
べ
き

や
凡
そ
生
き
と
し
い
け
る
も
の
世
界
の
万
物
有
情
無
情
に
か
ゝ
は
ら
ず
我
等
の

大お
ほ

神か
み

の
造つ
く
り化

玉
は
ぬ
も
の
と
て
な
し
夫
故
に
こ
そ
何い

時つ

ま
で
か
無
量
の
福
さ
い
は
いを

彼か
れ

此こ
れ

と
は
で
あ
た
へ
玉
ふ
の
み
か
我
等
の
命
を
昼
夜
と
な
く
護ま
も

り
玉
ふ
そ
の
深
き

恵
み
の
程
実
に
此
世
の
言こ

と
ばも

て
譬た
と

へ
ら
れ
ず
此
言こ
と

露つ
や

々〳
〵

狐う
た

疑が
ひ

玉
ふ
な

（
三
）

If your m
onkey had been a God, I could never have killed him

; 
have I not been stronger than he? W

e m
ust w

orship the great 
God, the Creator of heaven and earth, and not such an ugly beast.

（p.471

）

　

原
文
に
お
い
て
、
猿
は
ジ
ョ
ン
た
ち
に
殺
さ
れ
た
こ
と
を
根
拠
に
神
で
あ
る
こ
と

が
否
定
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
訳
文
で
は
猿
が
「
万
物
の
霊
な
る
人
間
」
に
劣
る

も
の
で
あ
る
た
め
に
殺
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
原
文
が
単
に
猿
が
神
で
な
い
こ
と
を
言

う
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、
訳
文
は
人
間
と
猿
と
の
あ
い
だ
の
優
劣
を
問
題
に
し
、

猿
を
神
と
す
る
こ
と
の
不
当
を
言
う
の
で
あ
る
。
訳
文
の
説
く
と
こ
ろ
を
約
め
れ
ば
、

taught you to speak French?

” inquired he 

（lui dit-il

）. 

“I do not 
know

 the nam
e of the language I speak,

” answ
ered she; 

“it is m
y 

m
otherʼs language, and she it w

as w
ho taught it to m

e. W
e have 

also tw
o books in w

hich w
e read every day.

”

（p.472

）

　

黒
人
の
国
で
自
分
と
同
じ
く
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
す
白
人
の
マ
リ
ー
を
見
て
興
味
を

覚
え
た
男
性
に
対
し
、
マ
リ
ー
は
母
親
と
二
冊
の
書
を
通
し
て
そ
の
言
語
を
学
ん
だ

と
答
え
る
。
こ
の
後
、
そ
の
書
物
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
男
性
が
言
い
、
ジ
ョ
ン
が
聖

書
を
持
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
そ
の
聖
書
に
男
性
の
署
名
が
あ
り
、
彼
が
二
人
の
父
親

で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
聖
書
に
よ
る
言
語
の
習
得
と
信
仰
の
実
践
が
最
後
に

幸
福
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

　

オ
レ
ン
ド
ル
フ
の
学
習
書
に
お
い
て
、
こ
の
物
語
は
、
学
習
の
功
徳
を
象
徴
す
る

も
の
と
し
て
そ
の
末
尾
に
配
置
さ
れ
る
が
、「
西
洋
昔
物
語
」
に
お
い
て
は
、
そ
れ

が
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
と
い
う
文
脈
に
置
き
な
お
さ
れ
た
。
物
語
は
、「
神
に
祈
念

を
こ
ら
し
つ
ゝ
三み

た
り人
の
行
末
百
千
鳥
祈
り
に
暇い
と
まな
か
り
け
る
」（
一
）（
“she 

resolved to subm
it to the w

ill of God, and to do all in her pow
er 

（faire 
son possible

） to bring her children up w
ell

” （p.469

））
や
「
我
な
き
跡
は

二
人
し
て
中
よ
く
く
ら
し
怠
ら
ず
神
に
誠
を
尽
せ
か
し
﹇
…
﹈
神
の
恩め

ぐ

み
に
何
か
又

世
に
で
る
事
も
あ
り
も
せ
ば
教
の
道
を
よ
く
守
り
此
聖
書
を
父
母
の
か
た
み
と
思
ひ

日
々
に
読
み
て
は
神
を
祈
れ
よ
」（
二
）（
“Rem

em
ber, how

ever, that you w
ill 

not be alone, and that God sees all you do. N
ever m

iss 

（m
anquer

） 
praying to him

 night and m
orning.

” （p.469

））
の
よ
う
に
、
母
親
に
よ
る
信

仰
の
実
践
や
子
供
た
ち
へ
の
教
育
の
さ
ま
を
伝
え
る
記
述
や
、「
わ
れ
〳
〵
が
身
は

神
の
守
ら
せ
玉
ひ
ぬ
れ
ば
よ
し
や
危あ

や

難ふ
き

事こ
と

の
あ
る
と
て
も
神
の
恩め
ぐ

み
の
な
か
ら
ん
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飛
田
英
伸

模も

理り

斯す

親
子
身
の
上
話
」「
治じ

安あ
ん

満ま
り
ー利
同け
う

胞だ
い

不ふ
し
ぎ測
に
助た
す

受け
う
くる
話
」「
治じ

安あ
ん

同け
う

胞だ
い

禁
獄
に

繫つ
な
がる

ゝ
話
」「
模も

理り

斯す

父を
や
こ子

奇
遇
立
身
青し
ゆ

雲つ
せ

の
話
」
の
四
章
構
成
で
再
話
さ
れ
た
。

そ
の
冒
頭
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

夫そ
れ

西
洋
の
紀
原
千
四
百
年
代
は
我わ
が

皇み
く
に国
の
時と
き

代よ

に
於を
い
ては
新
田
足
利
争
戦
の
頃
に

当
る
べ
し
偖さ

て

旹そ
の

頃
は
世
界
も
漸
く
「
亜あ

細じ

亜あ

」「
欧え
う
ろ
つ
ぱ

羅
巴
」「
阿あ

ふ

り

か

弗
利
加
」
な
ど

の
三
大
州
の
有あ

る

縡こ
と

而の

已み

は
世
に
知
る
斗ば
か

り
の
時
代
に
て
未
だ
航
海
家
【
外
国
渡

海
船
の
事
也
】
も
不
自
由
な
る
時
節
に
し
て
船
も
最い

と

不
便
な
る
疎
造
に
て
如
何

な
る
利
益
有あ

り

と
雖
も
危
ふ
き
荒あ
ら

海う
み

へ
乗の
り

係か
ゝ

る
抔な
ど

の
事
考
か
ん
が
へ

発を
こ

す
者
も
な
か
り
け

る
が
這こ

の

時
に
当
つ
て
茲こ
ゝ

に
「
仏ふ
ら
ん
す

蘭
西
」
国
の
都
府
【
都
府
と
は
洛み
や
この
事
也
】

「
巴ぱ

り

す
里
斯
」【
巴ぱ

り

す
里
斯
と
い
へ
る
は
彼
国
の
大
都
会
繁
昌
の
地
な
り
】
と
云い
ふ

所
に

住す
み

け
る
一ひ
と
り個
の
貧ま
づ
しき
賈あ
き

人う
ど

有あ
り

て
旹そ
の

名
を
模も

理り

斯す

と
云い
ひ

ぬ

（
上
一
オ
〜
ウ
）

　

原
文
が
“Il y avait un m

archand qui était allé dans les Indes avec sa 
fam

m
e 

（p.156

）”で
始
ま
る
の
に
対
し
、『
流
別
奇
談
』
で
は
多
く
の
加
筆
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
加
筆
は
、
読
解
を
補
助
す
る
説
明
を
加
え
、
物
語
を
わ
か
り
や

す
く
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
具
体
的
な
設
定
を
加
え
、
物
語
を
読
み
ご
た
え
の
あ
る

も
の
に
す
る
こ
と
に
寄
与
し
て
い
る
。
ま
ず
、「
西
洋
の
紀
原
千
四
百
年
代
」
と
い

う
設
定
を
追
加
し
、
続
い
て
そ
れ
が
「
我わ

が

皇み
く
に国

の
時と
き

代よ

に
於を
い
ては

新
田
足
利
争
戦
の
頃

に
当
る
べ
し
」
と
補
足
す
る
。
ま
た
、
商
人
が
イ
ン
ド
に
住
む
と
こ
ろ
か
ら
書
き
始

め
る
の
原
文
と
は
異
な
り
、
商
人
が
イ
ン
ド
へ
赴
く
前
の
時
点
か
ら
物
語
を
説
き
起

こ
す
と
と
も
に
、
適
宜
割
注
を
用
い
て
補
足
説
明
を
加
え
る
。
さ
ら
に
、
原
文
で
は

商
人
の
名
が
“Jean M

aurice

” （p.161

）
で
あ
る
こ
と
は
聖
書
の
署
名
を
見
て
親

子
関
係
が
判
明
す
る
際
に
は
じ
め
て
明
か
さ
れ
る
の
に
対
し
、
冒
頭
で
「
摸
理
斯
」

万
物
の
創
造
者
で
あ
る
「
大
神
」
を
信
仰
す
る
こ
と
こ
そ
が
「
万
物
の
霊
な
る
人

間
」
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
大
神
」
を
信
仰
し
て
は
じ
め
て
「
万

物
の
霊
な
る
人
間
」
の
本
来
の
姿
が
獲
得
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。「
人
は

万
物
の
霊
」
と
い
う
こ
と
ば
は
元
来
、『
書
経
』
泰
誓
上
に
「
惟
天
地
万
物
父
母
、

惟
人
万
物
之
霊
」（
惟こ

れ
天
地
は
万
物
の
父
母
に
し
て
、
惟こ

れ
人
は
万
物
の
霊
な
り
）

と
あ
る
の
に
由
来
す
る
が
、
た
と
え
ば
明
治
七
年
改
正
の
連
語
図
の
第
一
に
「
神
は

天
地
の
主
宰
に
し
て
人
は
万
物
の
霊
な
り
」
と
掲
げ
ら
れ
た
よ
う
に
、
明
治
初
期
の

教
育
界
で
は
「
神
」
と
の
対
に
お
い
て
理
解
す
る
こ
と
も
起
こ
っ
た
。
訳
者
は
教
場

に
浸
透
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
の
対
に
依
拠
す
る
形
で
、
読
者
を
「
大
神
」
へ
の
信
仰
に

導
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
西
洋
昔
物
語
」
は
言
語
の
習
得
を
信
仰
の
実
践
と
結
び
つ
け
て

そ
の
功
徳
を
説
い
た
オ
レ
ン
ド
ル
フ
の
教
授
本
の
物
語
を
、
布
教
の
媒
体
と
し
て
利

用
す
べ
く
再
話
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
母
親
の
無
人
島
で
の
教
育
の
期
間
が
二
年

（
“two years

” （p.469

））
か
ら
「
五い
つ

年と
せ

」（
二
）
に
延
長
さ
れ
る
と
い
っ
た
差
異
も

多
少
あ
る
が
、
再
話
の
内
容
が
も
と
も
と
の
物
語
を
大
き
く
逸
脱
す
る
こ
と
は
な
く
、

宣
教
師
た
ち
に
と
っ
て
“The H

istory of John and M
ary

”が
大
き
な
改
変
を
施

す
こ
と
な
く
利
用
で
き
る
有
用
な
素
材
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

四　
『
流
別
奇
談
』
の
翻
訳

　

一
方
、
読
本
作
家
の
手
を
経
て
世
に
出
た
『
流
別
奇
談
』
の
方
は
「
西
洋
昔
物

語
」
に
比
べ
、
原
書
か
ら
の
逸
脱
が
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
。『
流
別
奇
談
』
に

お
い
て
も
「
西
洋
昔
物
語
」
と
同
様
、
原
文
の
忠
実
な
翻
訳
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、

こ
ち
ら
は
読
本
作
家
に
よ
る
再
話
と
し
て
の
性
格
が
色
濃
く
出
て
い
る
。
七
ペ
ー
ジ

に
収
ま
る
物
語
は
、
和
装
本
二
冊
に
及
ぶ
ま
で
引
き
伸
ば
さ
れ
、「「
仏ふ
ら
ん
す

蘭
西
」
国
の
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「
巴
里
斯
」
を
知
識
の
中
に
入
れ
て
お
こ
う
と
す
る
「
洋
学
執
心
の
婦
幼
童
男
」
の

学
習
欲
を
満
た
す
も
の
と
し
て
の
側
面
が
多
分
に
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
同
様
に
、

「
都
府
」
に
「
み
や
こ
」
と
い
う
読
み
を
付
さ
ず
、「
洛み

や
こ」
と
言
い
換
え
る
の
も
、

「
都
府
」
が
「
都
会
」
で
は
な
く
現
在
言
う
と
こ
ろ
の
「
首
都
」
の
意
味
で
あ
る
こ

と
を
読
者
に
学
習
さ
せ
る
効
果
を
持
つ
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
以
上
の
よ
う
な
『
流
別
奇
談
』
の
翻
訳
は
、
訳
者
か
ら
読
者
へ
と
知

識
を
伝
授
す
る
も
の
で
も
あ
り
、
本
間
久
雄
が
『
明
治
文
学
史
』
で
示
し
た
よ
う
に

「
啓
蒙
的
翻
訳
」
と
し
て
も
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、「
啓
蒙
的
翻
訳
」
と
い
う
表
現

で
は
、「
西
洋
昔
物
語
」
に
お
け
る
翻
訳
と
の
差
異
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
西
洋
昔
物
語
」
の
場
合
、
そ
の
翻
訳
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
広
め
る
べ
く
、

で
き
る
だ
け
平
易
な
こ
と
ば
で
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
幅
広
い
読
者
に
思
想
を

伝
え
る
こ
と
が
第
一
に
重
視
さ
れ
て
お
り
、
読
者
が
訳
文
の
表
現
そ
の
も
の
を
習
得

す
る
こ
と
は
特
に
目
指
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、『
流
別
奇
談
』
の
翻
訳
で

は
、
読
者
が
訳
文
の
表
現
を
習
得
す
る
こ
と
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
、

そ
れ
が
ど
の
程
度
実
際
の
読
者
た
ち
の
欲
求
に
応
え
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
訳
文

か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
読
者
た
ち
の
学
習
熱
が
存
在
し

な
け
れ
ば
こ
の
よ
う
な
翻
訳
が
成
立
し
な
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

そ
も
そ
も
、
明
治
期
の
松
旭
は
『
俊
傑
神
稲
水
滸
伝
』
の
嗣
作
を
続
け
る
一
方
で
、

宝
文
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
漢
語

弁
解
開
明
用
文
章
』（
明
治
七
年
）
や
『
改正
日
本
地
誌
略

字
引
』（
明
治
十
一
年
）
な
ど
の
学
習
書
を
編
纂
し
た
り
、
明
治
八
年
頃
に
創
刊
さ

れ
た
『
錦
画
百
事
新
聞
』
の
編
者
と
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、
教
育
関
係
の
出
版
に
関

与
し
て
い
た
。『
流
別
奇
談
』
の
出
版
に
携
わ
っ
た
の
も
、
そ
の
一
環
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
。

　

明
治
の
学
習
者
に
向
け
て
再
話
さ
れ
た
『
流
別
奇
談
』
で
は
、
原
書
の
物
語
に
存

在
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
の
実
践
は
、
よ
り
一
般
的
な
〈
正
義
〉
の
実
践
へ
と
変

と
い
う
名
を
示
し
て
人
物
を
よ
り
具
体
的
に
描
く
と
同
時
に
、
物
語
を
よ
り
わ
か
り

や
す
い
形
に
整
理
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
物
語
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
と
い
う
志
向
が
加
筆
の
一
半
を
支
え

て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
が
、
一
方
で
、
そ
の
文
体
は
「
西
洋
昔
物
語
」
ほ
ど
平

易
な
も
の
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
松
旭
が
序
文
で
「
婦
幼
童
男
の
伽
と
す
」
と
述

べ
て
い
た
よ
う
に
、
漢
語
に
読
み
が
付
さ
れ
る
そ
の
文
体
は
特
別
読
む
の
が
難
し
い

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
西
洋
昔
物
語
」
が
「
商
人
」
に
「
あ
き
う
ど
」、

「
都
会
」
に
「
み
や
こ
」
と
当
て
て
い
た
の
に
対
し
、
同
じ
読
み
を
「
賈
人
」
と

「
洛
」
に
付
与
す
る
と
こ
ろ
を
比
較
し
て
も
、
平
易
性
が
前
者
に
劣
る
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。

　

こ
の
両
者
の
差
異
を
宣
教
師
た
ち
が
作
る
新
聞
の
文
体
と
、
江
戸
以
来
の
読
本
の

文
体
の
差
異
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
松
旭
が
単
な
る
「
婦
幼
童
男
」
で

は
な
く
、「
洋
学
執
心
の
婦
幼
童
男
」
と
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
別
の
要

因
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、『
流
別
奇
談
』
の
文
体
は
、「
婦
幼
童
男
」
に
と

っ
て
多
少
難
解
な
「
賈
人
」
や
「
洛
」
に
「
あ
き
う
ど
」
や
「
み
や
こ
」
と
い
う
読

み
に
よ
っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
を
可
能
に
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
学
問

に
執
心
す
る
「
婦
幼
童
男
」
の
知
識
欲
や
学
習
欲
を
刺
激
す
る
も
の
と
し
て
理
解
で

き
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
西
洋
昔
物
語
」
の
文
体
が
宣
教
師
た
ち
の
布
教
の
文

体
で
あ
る
の
に
対
し
、『
流
別
奇
談
』
の
文
体
は
学
問
に
励
む
読
者
の
嗜
好
に
合
わ

せ
た
文
体
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
教
授
者
と
学
習
者
の
差
異
は
そ
の
訳
文
の
文
体
に

も
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

学
習
者
の
文
体
で
あ
る
こ
と
は
、「
西
洋
昔
物
語
」
に
は
見
ら
れ
な
い
割
注
や
補

足
説
明
の
存
在
に
よ
っ
て
も
指
摘
で
き
る
。
そ
も
そ
も
、「
西
洋
の
紀
原
千
四
百
年

代
」
や
「
巴
里
斯
」
と
い
う
設
定
を
加
え
な
け
れ
ば
、
説
明
を
付
け
足
す
必
要
は
な

い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
設
定
の
追
加
に
は
、「
西
洋
の
紀
原
千
四
百
年
代
」
や
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小
林
謙
吉
訳
『
西
洋
孝
子
流
別
奇
談
』
の
原
書
と
翻
訳　
　
　

飛
田
英
伸

在
す
る
〈
文
明
〉
と
〈
野
蛮
〉
の
対
比
の
上
に
、〈
正
義
〉
と
〈
悪
〉
の
対
立
が
重

ね
ら
れ
、
前
者
に
よ
っ
て
後
者
が
成
敗
さ
れ
る
と
い
う
勧
善
懲
悪
の
物
語
へ
の
再
編

が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
物
語
の
結
末
の
変
化
に
お
い
て
如
実
に
表
れ
る
。
原
文
で
は
、
人

肉
を
食
ら
う
国
の
王
に
対
し
、
マ
リ
ー
が
父
の
身
代
わ
り
に
な
る
こ
と
を
申
し
出
た

と
こ
ろ
、
王
が
感
銘
を
受
け
て
親
子
の
命
を
助
け
、
白
人
の
船
に
親
子
を
引
き
渡
す
。

そ
れ
に
対
し
、『
流
別
奇
談
』
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
軍
の
侵
攻
に
乗
じ
て
、「
満
利
」

が
王
を
欺
い
て
殺
害
す
る
。
親
子
は
そ
の
「
首し

る
し級

」（
下
二
十
ウ
）
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

軍
の
大
将
に
届
け
、
フ
ラ
ン
ス
に
帰
る
。「
欧
羅
巴
」
を
〈
正
義
〉
と
し
、「
阿
弗
利

加
」（「
阿
非
里
加
」）
を
〈
悪
〉
と
す
る
枠
組
み
の
中
で
、
親
子
が
〈
正
義
〉
の
た

め
に
尽
く
す
と
い
う
物
語
が
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
〈
正
義
〉
の
実
行
者
で
あ
る
父
子
は
、
む
ろ
ん
、
文
明
開
化
の
世
に
お
い
て
学
問

に
志
す
読
者
た
ち
の
模
範
と
し
て
造
型
さ
れ
て
い
た
。
松
旭
は
序
文
に
次
の
よ
う
に

記
す
。そ

の
伝
実
に
倭
人
の
性
情
に
も
恥
劣
な
き
事
感
ず
る
に
堪
た
り
親
子
夫
婦
の
恩

愛
深
情
患
苦
を
嘗
て
志
願
を
遂
る
蓋
勉
強
忍
耐
の
至
誠
一
に
あ
れ
ば
文
明
開
化

の
聖
代
披
閲
の
君
子
ひ
と
へ
に
志
を
採
用
あ
ら
ば
編
者
の
幸
甚
し
か
ら
む
と
序

す

（
序
一
ウ
〜
二
ウ
）

　

松
旭
は
父
子
の
行
為
が
「
倭
人
の
性
情
」
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
し
、「
文

明
開
化
」
の
世
に
お
け
る
「
君
子
」
た
る
読
者
に
そ
の
「
志
」
を
手
本
と
す
る
こ
と

を
求
め
る
。
原
文
で
は
四
歳
（quatre ans 

（p.157

））
の
「
治
安
」
が
「
八
歳
」

（
上
二
ウ
）
と
変
更
さ
れ
る
の
は
読
者
の
年
齢
を
意
識
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

換
さ
れ
る
。
聖
書
は
宗
教
の
名
が
明
示
さ
れ
な
い
「
経き

や

文う
も
ん」（
上
七
オ
）
に
置
き
換

え
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
神
」
は
明
治
の
人
々
に
も
共
有
さ
れ
る
「
天
」
に
読
み

替
え
ら
れ
る
。

　

事
実
、
猿
を
神
と
し
て
祀
る
黒
人
の
国
の
信
仰
を
述
べ
る
際
、
語
り
手
は
「「
亜

細
亜
」「
欧
羅
巴
」
に
縡こ
と

変
り
昔
よ
り
天
帝
を
あ
が
む
る
を
知
ず
」（
上
二
十
一
ウ
）

と
し
、「
亜
細
亜
」
を
「
欧
羅
巴
」
と
同
じ
く
「
天
帝
」
を
奉
ず
る
側
に
置
く
。
こ

の
「
天
帝
」
に
つ
い
て
、「
治
安
」
は
「
総す

べ

て
神
と
尊
み
敬
ふ
物
は
天
帝
と
云
て
肉

眼
に
見
る
縡こ

と

能
は
ず
仮
に
日
月
星
辰
と
顕あ
ら

は
れ
給
ふ
是こ
れ

人
間
の
生
死
を
守
り
又
禍
福

厄
災
を
除
招
せ
し
め
給
ふ
」（
下
一
オ
〜
ウ
）
と
説
明
し
、
黒
人
に
対
し
て
次
の
よ

う
に
言
う
。

人
は
万
物
の
長
た
る
躬み

を
以
て
獣
を
信
じ
て
辱は
ぢ

を
知し
ら

ぬ
は
狗い
の
こを
抱
き
て
臭く
さ

き
を

知し
ら

ざ
る
世
の
諺
に
も
洩も
れ

ざ
る
魯
侗
か
実
に
笑
ふ
に
堪た
へ

た
る
白し
れ

痴も
の

們ど
も

向
後
弊
風
断

然
し
て
天
帝
而の

已み

を
尊
信
な
す
様
我わ
れ

們〳
〵

取と
り

計は
か
らふ

処と
こ
ろ

也
這こ
の

旨む
ね

一
統
承
諾
な
さ
ば

国
内
安
全
の
基も

と
ひた

る
べ
し

（
下
二
オ
〜
ウ
）

　
「
人
は
万
物
の
長
」
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
猿
を
崇
拝
す
る
こ
と
を
否
定
し
、「
天

帝
」
へ
の
尊
信
を
説
く
こ
と
自
体
は
「
西
洋
昔
物
語
」
の
ジ
ョ
ン
と
共
通
す
る
。
だ

が
、「
天
帝
」
が
キ
リ
ス
ト
教
に
限
定
さ
れ
な
い
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
文
脈
に
お

い
て
、「
天
帝
」
を
敬
わ
な
い
「
弊
風
」
は
「
国
内
安
全
の
基
」
を
損
な
う
〈
悪
〉

と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
、
成
敗
さ
れ
る
べ
き
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
原
文
に
お
い
て
も
、
黒
人
は
「
野
蛮
人
」（sauvages 

（p.159

））

と
呼
ば
れ
、
人
肉
を
食
ら
う
者
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
至
上
主
義
に

基
づ
く
差
別
の
眼
差
し
は
明
確
に
読
み
取
れ
る
。『
流
別
奇
談
』
で
は
、
原
文
に
存
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
三
十
一
号　

二
〇
二
三
年

註（
1
）　

柳
田
泉
「
明
治
の
翻
訳
文
学
研
究
」（『
日
本
文
学
講
座
』
第
四
巻
、
昭
和
二
年
二
月
）、
二
頁
。

（
2
）　

同
。

（
3
）　

同
、
四
頁
。

（
4
）　

同
、
四
〜
五
頁
。
な
お
、『
流
別
奇
談
』
が
最
新
の
発
見
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
斎
藤
昌

三
「
明
治
初
期
の
反
訳
小
説
」（『
愛
書
趣
味
』
第
三
号
、
大
正
十
五
年
二
月
）
に
列
挙
さ
れ
る
翻
訳

小
説
一
覧
の
中
に
な
い
一
方
、
石
川
巌
編
「
明
治
初
期
戯
作
年
表
」（『
書
物
往
来
叢
書
』
別
輯
、
昭

和
二
年
十
一
月
）
に
は
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
。

（
5
）　

な
お
、『
流
別
奇
談
』
に
は
明
治
四
年
の
刊
記
を
有
す
る
本
も
存
在
す
る
が
、
石
川
巌
「『
西
洋
孝

子
流
別
奇
談
』
に
就
て
」（『
明
治
文
化
研
究
』
第
四
巻
五
号
、
昭
和
三
年
五
月
）
は
明
治
七
年
の
序

文
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
明
治
四
年
の
刊
記
は
他
の
本
の
奥
付
を
流
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
す

る
。
本
論
文
で
は
こ
の
説
に
従
い
、
明
治
七
年
の
刊
行
と
し
て
扱
う
。

（
6
）　

石
川
前
掲
論
文
、
一
九
頁
。

（
7
）　

同
。

（
8
）　
『
流
別
奇
談
』
よ
り
早
い
作
品
に
明
治
五
年
刊
行
の
斎
藤
了
庵
訳
『
魯
敏
孫
全
伝
』
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
嘉
永
年
間
成
立
の
黒
田
麴
廬
訳
『
漂
荒
紀
事
』
を
訳
者
名
を
変
え
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
9
）　

本
間
久
雄
『
明
治
文
学
史
』
上
巻
（
東
京
堂
、
昭
和
十
年
）、
一
八
二
頁
。

（
10
）　

藤
沢
毅
「『
俊
傑
神
稲
水
滸
伝
』
序
論
」（『
読
本
研
究
新
集
』
第
七
巻
、
二
〇
一
五
年
六
月
）
に

よ
る
と
、
明
治
二
十
六
年
か
ら
二
十
八
年
に
か
け
て
扶
桑
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
活
字
本
に
第
三
十
編

が
収
録
さ
れ
、
完
結
し
た
。

（
11
）　

小
林
謙
吉
訳
『
西
洋
孝
子
流
別
奇
談
』（
宝
文
堂
、
明
治
七
年
）、
凡
例
一
丁
オ
。
以
下
、
本
書
か
ら
の

引
用
は
本
文
中
に
丁
の
み
を
示
す
。
な
お
、【　

】
内
は
割
注
を
示
す
（
以
下
同
じ
）。

（
12
）　

柳
田
前
掲
論
文
、
六
頁
。

（
13
）　
「
西
洋
昔
物
語
」
は
『
七
一
雑
報
』
の
第
三
巻
二
十
六
号
（
明
治
十
一
年
六
月
二
十
八
日
）、
同
二

十
七
号
（
同
年
七
月
五
日
）、
同
二
十
八
号
（
同
年
七
月
十
二
日
）、
同
三
十
一
号
（
同
年
八
月
二

日
）、
同
三
十
二
号
（
同
年
八
月
九
日
）
の
五
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
。
以
下
、
本
作
品
か
ら

の
引
用
は
本
文
中
に
掲
載
回
の
み
を
示
す
。

（
14
）　

オ
レ
ン
ド
ル
フ
お
よ
び
そ
の
学
習
書
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、A

.P. R H
ow

att and H
.G. W

id-
dow

son, A
 H

istory of E
nglish Language T

eaching, 2nd ed., O
xford: O

xford U
niver-

sity Press, 2004, pp.161︲165

参
照
。

（
15
）　H

ow
att and W

iddow
son, A

 H
istory of E

nglish Language T
eaching, pp.158︲159.

（
16
）　H

.G. O
llendorff, K

ey to the E
xercises in the M

ethod of Learning to R
ead, W

rite 
and Speak a Language in Six M

onths, A
dapted to the French, London: W

hittaker 
A

nd Co., Paris: O
llendorff, 1890, p.

﹇1 

﹈.

以
下
、
本
書
か
ら
の
引
用
は
本
文
中
に
ペ
ー
ジ
の
み

ま
た
、
最
後
の
章
が
「
立
身
青し
ゆ

雲つ
せ

の
話
」
と
さ
れ
た
よ
う
に
、
ス
ペ
イ
ン
人
が
住
む

大
き
な
島
（une grand île habitée par des Espagnols 

（p.162

））
で
親
子
が

暮
ら
し
た
と
す
る
原
文
の
結
末
も
、
親
子
が
故
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
に
帰
り
、
出
世

を
遂
げ
る
と
い
う
展
開
に
改
め
ら
れ
る
。
父
子
の
遭
難
と
再
会
の
物
語
は
、
故
郷
に

錦
を
飾
る
と
い
う
明
治
の
学
習
者
と
共
有
さ
れ
る
「
志
願
」
を
描
く
物
語
へ
と
変
更

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

五　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、「
明
治
初
期
の
翻
訳
小
説
と
し
て
最
初
の
も
の
」
と
さ
れ
る
『
流
別

奇
談
』
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
が
明
治
期
の
日
本
で
も
流
行
し
た
オ
レ
ン
ド
ル
フ
の

学
習
書
の
う
ち
、
英
語
話
者
向
け
の
フ
ラ
ン
ス
語
問
題
集
に
収
め
ら
れ
る
一
編
の
物

語
を
訳
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
同
時
に
、『
流
別
奇
談
』
と
原

書
を
同
じ
く
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
「
西
洋
昔
物
語
」
に
つ
い
て
も
、
そ

れ
が
『
流
別
奇
談
』
の
原
書
に
対
応
す
る
英
語
版
の
フ
ラ
ン
ス
語
教
授
本
に
由
来
す

る
こ
と
を
示
し
、
両
作
品
が
そ
れ
ぞ
れ
外
国
語
の
学
習
者
と
教
授
者
の
側
か
ら
生
み

出
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
差
異
が
翻
訳
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。

　

以
上
は
、
従
来
の
研
究
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
花
柳
春
話
』
以
前

の
、
黎
明
期
の
翻
訳
小
説
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
成
り
立
ち
や
翻
訳
の
あ
り
方
に
関
し

て
新
た
な
知
見
を
提
供
し
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
、
翻
訳
小
説
が
そ
の

黎
明
期
に
お
い
て
従
来
の
小
説
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
き
、
文
学
の
領
域
に
ど
の
よ

う
に
そ
の
位
置
を
占
め
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
と

し
た
い
。
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小
林
謙
吉
訳
『
西
洋
孝
子
流
別
奇
談
』
の
原
書
と
翻
訳　
　
　

飛
田
英
伸

を
示
す
。

（
17
）　

日
本
に
お
け
る
オ
レ
ン
ド
ル
フ
の
教
授
法
お
よ
び
学
習
書
の
流
行
に
つ
い
て
は
、
金
沢
朱
美
「
オ

レ
ン
ド
ル
フ
教
授
法
の
考
察
　

―
　

井
上
勤
な
ら
び
に
岡
倉
由
三
郎
を
中
心
に
」（『
目
白
大
学
人
文
学

研
究
』
第
三
号
、
二
〇
〇
六
年
七
月
）、
平
賀
優
子
「
日
本
英
語
教
授
法
史
に
お
け
るO

llendorff

教
授
法
の
位
置
づ
け
」（『
日
本
英
語
教
育
史
研
究
』
第
二
十
三
号
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）
参
照
。

（
18
）　

井
上
勤
訳
『
六
ヶ
月
間
英
語
卒
業
書
』（
兎
屋
書
店
、
明
治
二
十
一
年
）、
一
頁
。

（
19
）　H

.G. O
llendorff, A

 N
ew

 M
ethod of Learning to R

ead, W
rite and Speak a Language 

in Six M
onths, A

dapted to the French, London: W
hittaker A

nd Co., Paris: O
llendorff, 

1857, p.468.

以
下
、
本
書
か
ら
の
引
用
は
本
文
中
に
ペ
ー
ジ
の
み
を
示
す
。

（
20
）　

た
と
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
のD

. A
ppleton &

 Com
pany

が
一
八
六
六
年
に
出
版
し
た
も
の

に
は
第
一
課
に
“The broom

.
” “Le balai.

”が
見
え
る
。

（
21
）　

紅
林
員
方
訳
『
六
月
卒
業
英
学
自
在
』（
中
近
堂
、
明
治
二
十
一
年
）、
七
一
頁
。

（
22
）　
『
文
部
省
第
二
年
報
』（
文
部
省
、
明
治
八
年
序
）、
附
録
三
〇
頁
。
傍
線
は
原
文
。

（
23
）　

平
賀
前
掲
論
文
、
七
八
頁
。

（
24
）　

な
お
、
明
治
元
年
か
ら
五
年
ま
で
存
続
し
た
静
岡
学
問
所
の
蔵
書
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
話
者
向
け
の

英
語
の
学
習
書N

ouvelle m
éthode pour apprendre à lire, à écrire et à parler une 

langue en six m
ois, appliquée à lʼanglais

の
一
八
六
三
年
刊
本
が
収
め
ら
れ
る
（『
江
戸
幕
府

旧
蔵
洋
書
目
録
』
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
葵
文
庫
、
一
九
六
七
年
、
五
四
頁
）。

（
25
）　H

.G. O
llendorff, A

 N
ew

 M
ethod of Learning to R

ead, W
rite and Speak a Language 

in Six M
onths, A

dapted to the French, London: W
hittaker A

nd Co., Paris: O
llendorff, 

1857, p.468.

以
下
、
本
書
か
ら
の
引
用
は
本
文
中
に
ペ
ー
ジ
の
み
を
示
す
。

　

引
用
に
際
し
て
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
、
ル
ビ
は
適
宜
省
略
し
た
。

【
編
集
委
員
会
特
記
事
項
】

本
稿
は
、
本
委
員
会
に
よ
る
厳
正
な
査
読
を
経
て
掲
載
に
至
っ
た
論
文
で
あ
る
こ

と
を
証
す
る
。

日
本
文
化
学
科
主
任　
　

青
山
英
正

紀
要
編
集
委
員
長　
　

古
田
島
洋
介


